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日頃の備えを万全に 不審者対応教室 

先週５日（木）、業間の時間に宇城警察署協力

のもと不審者対応教室が実施されました。 

最初に田邉先生と児童６人によるロールプ

レイを全員で見た後、宇城警察署スクールサポ

ーターの小島さんから「いかのおすし」につい

てお話がありました。知らない人について「い

か」ない、「の」らない、「お」お声を出す、「す」

ぐ逃げる、「し」らせる。この５つを忘れずに、

登下校時はもちろん、休日も安全に過ごせるよ

うご家庭でも話題にされてみて下さい。 

 正門を開け閉めしてくれた児童への感謝の

お話もありました。素敵な伝統です。 

 
迫真のロールプレイでした 

１５０周年に思う ④走潟小発祥の地 

 明治７年に走潟小学校が開校していますが、

北走にあるその跡地に 100周年記念事業の際に

記念碑が建立されています。校長室の入り口に

写真が飾ってあるため、気になっていましたが、

先日、６年生に場所を教えてもらい、直接見て

きました。151 年前にここから走潟小の歴史が

始まったかと思うと感慨深いものがありまし

た。まだ見たことがない方には、ぜひ見ていた

だきたいです。（駐車場はありませんので） 

 
北走にある走潟小発祥の記念碑とお堂です 

安心安全な学校にするために 

 先日、全校児童に以下のことを確認しました。 

①自分の持ち物を確認しましょう。 

②他の人のものにさわらないようにしましょう。 

③学習に不要なものは持ってこないようにしましょう。 

④他の学年の教室に入らないようにしましょう。 

各学級でも担任から子どもたちへ指導して

いますので、すでに学級通信等でご存じかもし

れません。学校は子どもたちが安心して安全に

過ごせることが第一です。そのためには自分の

持ち物に名前が書かれていること、学習に不要

なものは持ち込まないなど当たり前のことが

できていることが大切です。 

ご家庭でも子どもさんの持ち物については、

ぜひご確認をお願いします。 

【校長室から】③「誰かのために」 

 私は朝、正門での登校指導の後、少しの時間、清掃

または美化作業をしています。基本的には縫田先生が

草刈りなど毎日作業されているので、私がやっている

のはほんのちょっとです。先日、正門近くの植え込み

の草取りをやっていると「草取り手伝いますよ」と 6

年生がたくさん来て手伝ってくれました。朝の遊びた

い時間を削って、軍手をはめて作業を手伝ってくれま

した。「近頃の若者は･･･」なんて話しも聞きますが、

走潟小の子どもたちは「誰かのために」動けるのだと

感心しました。修学旅行先で褒められたのもそうした

日常の表れだったのだと思うと、益々嬉しくなりまし

た。「誰かのために」を行動できる、そんな走潟小の子

どもたちを私は誇りに思います。 

「生命」 

「笑顔」 

「自立」 走子走愛


